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85
万
冊
︒
本
学
附
属
図
書
館
は
︑
道
内
私
立
大
学
の
中
で

最
多
の
蔵
書
数
を
誇
る
︑
知
と
幅
広
い
情
報
提
供
の
場
で

す
︒
今
日
で
は
︑
図
書
館
が
図
書
の
貸
出
だ
け
を
行
う
場
で

は
な
い
こ
と
は
︑
み
な
さ
ん
も
ご
存
じ
で
し
ょ
う
︒
Ｃ
ｈ

ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
︑
Ａ
Ｉ
技
術
が
急
速
に
発
展
し
て
い
ま
す

が
︑
図
書
館
で
は
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
意
識
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒
そ
の
１
つ
が
︑
本
学
図
書
館

Ｈ
Ｐ
で
提
供
し
て
い
る
﹁
電
子
リ
ソ
ー
ス
﹂
の
数
々
で
す
︒

新
聞
記
事
は
じ
め
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
︑
電
子
書
籍
等
︑
信

頼
で
き
る
こ
れ
ら
の
情
報
を
ぜ
ひ
積
極
的
に
利
活
用
し
て

く
だ
さ
い
︒

　

ま
た
︑
一
人
で
静
か
に
過
ご
す
場
所
︑
と
い
う
図
書
館
の

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
エ
リ
ア
も
あ
り
ま
す
︒
数
人
で
の
調

べ
も
の
や
打
ち
合
わ
せ
も
で
き
る
﹁
ワ
ー
ク
・
エ
リ
ア
﹂︵
２

階
︶
や
︑
４
階
の
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
リ
ア
﹂
は
︑
グ
ル
ー

プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
使
用
で
き
る
快
適
な
場
で

す
︒

　

１
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
は
新
聞
も
置
い
て
あ
り
︑
22
時
30

分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
︒
ド
リ
ン
ク
の
自
動
販
売
機
も
あ

る
の
で
︑
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
︒

図
書
館
長
・
人
文
学
部
教
授
　
　
　
　
田た

中な
か

綾あ
や

右が河﨑秋子さん

２
階
﹁
Ｈ
Ｇ
Ｕ
出
身
作
家
コ
ー
ナ
ー
﹂

　

２
０
２
３
年
︑﹃
と
も
ぐ
い
﹄
で
見
事
第

１
７
０
回
直
木
賞
を
受
賞
し
た
河
﨑
秋
子
さ

ん
は
じ
め
︑
本
学
ゆ
か
り
の
作
家
の
書
籍
を

揃
え
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
Ｓ
Ｆ
作
家
の
荒
巻

義
雄
さ
ん
︑
故
・
佐
々
木
丸
美
さ
ん
は
特
に

有
名
で
す
が
︑
近
年
︑
若
い
世
代
も
活
躍
し

て
い
ま
す
︒
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
の
嶋
戸
悠
祐

さ
ん
︑
川
澄
浩
平
さ
ん
︒
歌
人
の
山
田
航
さ

ん
︵
本
学
非
常
勤
講
師
︶︒
２
０
２
３
年
度
北

海
道
新
聞
文
学
賞
・
詩
部
門
の
本
賞
を
受
賞

し
た
︑
故
永
し
ほ
る
さ
ん
の
詩
集
﹃
壁
︑
窓
︑

鏡
﹄
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
︒

２
階
﹁
各
学
部
推
薦
図
書
コ
ー
ナ
ー
﹂

　

各
学
部
の
４
年
間
の
学
び
を
見
通
せ
る
よ

う
な
︑
推
薦
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
し
ま
し

た
︒
合
わ
せ
て
︑
学
校
推
薦
型
選
抜
と
特
別

選
抜
合
格
者
の
プ
レ
教
育
に
資
す
る
た
め
︑

入
学
手
続
を
し
た
合
格
者
に
︑
入
学
前
で
も

本
学
図
書
館
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
制
度
を

整
え
た
ば
か
り
で
す
︒
学
部
生
は
も
ち
ろ

ん
︑
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
﹁
〇
〇
学

部
で
は
ど
ん
な
本
を
読
む
の
だ
ろ
う
？
﹂
と

関
心
を
寄
せ
る
高
校
生
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し

い
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
ち
な
み
に
人
文
学
部
の

１
０
０
冊
は
︑
読
書
レ
ポ
ー
ト
の
課
題
図
書

で
も
あ
り
ま
す
︒

図書館長からのごあいさつ
H G U  L i b r a r y

図
書
館
長
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト



2 　図書館だより

85 万冊の図書

会話できる図書館

電子リソース

プレゼン準備に最適

スマホで検索・予約

集中できる環境

DVD・Blu-ray

くつろげる・集まれる場所

専門書から話題の新刊まで豊富に揃っています。
借りる際は学生証が必要です。

会話しながら利用できる空間があります。1F はリフ
レッシュに最適なラウンジ、2F は大型机を囲みグ
ループ学修ができるフロアです。
個人利用ももちろん可能です。

「データベース」や「電子ブック」が利用できます。
学外アクセスサービスで自宅 PC からも 24 時間ア
クセス可能です。

 4F はグループ学修のための空間で、2 名以上での
利用を原則とします。
プロジェクターや貸出用 PC を備え、個室の予約も
可能です。

詳しくは 5 ページへ！

図書の検索は、図書館ホームページから蔵書検索
（O

オーパック

PAC）を利用します。貸出中図書の予約、自分が
借りている図書の確認や貸出延長なども、スマホで
簡単！
蔵書がない場合は、購入依頼もできます。

 3F は個人学修のための、館内で最も静かな空間で
す。会話およびパソコン・電卓等の電子機器類の使
用を禁止しているため、講義の準備や試験対策に、
じっくり集中して取り組むことができます。

映画をはじめとした様々なジャンルの DVD・Blu-
ray を豊富に取り揃えています。
図書館で映画鑑賞はいかがですか？

全フロア蓋つきの飲み物に限り OK、1F は軽食が可
能です。本館の閲覧席は 9 ～ 22 時まで。
くつろげる・集まれる空間として、1 人時間もグルー
プでも気軽にご利用ください。

貸し出しは行っていないため、
館内視聴スペースをご利用ください。

長期貸出可能な期間があります。
大学院生の閉架資料の扱いは異なります。

大学の図書館を活用しよう！

貸出冊数 日数 延長

5 冊 15 日 予約がなければ
更新日から 15 日

2023 年度 アクセスランキング

1 位　ジャパンナレッジ Lib　 2,669 件
2 位　朝日新聞クロスサーチ　2,605 件
3 位　日経テレコン 21　　　　2,522 件

使い方いろいろ

用途に合わせた空間

※ サークル活動はできません。学内の厚生施設をご利用ください。

https://library.hgu.jp/

詳細はホームページへ
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サイレント・エリアサイレント・エリア

サイレント・エリアサイレント・エリア

OPAC
（蔵書検索）
OPAC

（蔵書検索）

視聴覚
ブース
視聴覚
ブース

新
着
図
書

新
着
図
書

参
考
図
書

参
考
図
書

視聴覚
ブース
視聴覚
ブース

新
聞
縮
刷
版

新
聞
縮
刷
版

英
語
読
本

英
語
読
本

書架書架

書架書架
大
型
本

大
型
本

２階へ
介
助
用

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

介
助
用

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

閉架書庫閉架書庫

アクティブ・
エリア
アクティブ・
エリア

AL-�AL-�

AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�AL-�

GS-�GS-�

GS-�GS-�

サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク

北海学園大学附属図書館
FLOOR MAP

北海学園大学附属図書館には本館と工学部図書室があり
85 万冊の図書を所蔵しています。

会話可能
会話不可
蓋つき飲み物可（食事不可）

軽食可（汁物やにおいの強いもの不可）

無線 LAN（学内利用手続き必要）

パソコン・電卓（電子機器類）不可
通話不可

注意事項

視聴覚ブースでは、2F サービス・
カウンターで借りた DVD やブルー
レイを視聴することができます。

一人用の机で集中して学修に取り
組めます。

サイレント・エリア
個人学修のための空間です。館内で最も静謐な環境でじっくり課題と向き合
い知識を深めることができます。

３F

➄

➄

利用申請が必要な Active Learning 
Room（AL）と自由に利用できる
Group Study Room（GS）があり
ます。

AL-1【定員 24 名】
AL-2 ～ AL-6【定員 12 名】

施設の利用申請や機器類の貸出、
各種相談はサポートデスクで受け
付けています。

アクティブ・エリア
2 名以上で利用するグループ学修のための空間です。ノートパソコンなど機器
類の貸出も行っています。

４F

➅

➅

➆

➆

➇

➇
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閉架書庫閉架書庫

地下鉄「学園前」駅地下鉄「学園前」駅

デ
ジ
タ
ル
・

サ
イ
ネ
ー
ジ

デ
ジ
タ
ル
・

サ
イ
ネ
ー
ジ

返却
ポスト
返却
ポスト

常設展示常設展示新聞棚新聞棚

自動販売機自動販売機
ラウンジラウンジ

G’caFe
G’coN
G’caFe
G’coN

掲
示
板

掲
示
板

本館入口本館入口２階へ

介
助
用

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

介
助
用

イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン

レ
フ
ァ
レ
ン
ス・

カ
ウ
ン
タ
ー

レ
フ
ァ
レ
ン
ス・

カ
ウ
ン
タ
ー

OPAC
（蔵書検索）

PC
ブース

ワーク・エリアワーク・エリア

ワーク・エリアワーク・エリア

就職・資格関係就職・資格関係

サ
ー
ビ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー

︵
貸
出
・
返
却
︑各
種
利
用
申
込
︶

サ
ー
ビ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー

︵
貸
出
・
返
却
︑各
種
利
用
申
込
︶

年
鑑・年
報・白
書
類

年
鑑・年
報・白
書
類

書
架
書
架

雑
誌
雑
誌

雑
誌
雑
誌

コ
ピ
ー
機

３階へ

１階へ

視
聴
覚
資
料

視
聴
覚
資
料

自由に対話できる空間です。ソファー席があり、各種新聞が配置されていま
す。軽食や休憩、待ち合わせなどにご利用ください。

ラウンジ
図書館資料や館内パソコンで情報収集が行える空間です。会話しながら仲間
と学修を進められます。もちろん個人利用も可能です。

ワーク・エリア

自動販売機が設置され、軽食や会
話も可能なラウンジ席。

配置新聞
北海道新聞、朝日新聞、読売新聞、
日本経済新聞、The Japan Times

（英語）、DIE ZEIT（ドイツ語）ほか。
2F でコピーできます。

幅広いジャンルの雑誌をソファー
席でゆったり読むことができます。

ホワイトボードや大型机を利用し
たディスカッションが可能です。

種類が豊富です！

➀

➀

➁

➁

➂

➂

➃

➃

２F１F

山鼻キャンパス工学部図書室

コピー機コピー機

OPAC
PCブース
OPAC
PCブース

視聴覚
ブース
視聴覚
ブース

視
聴
覚
資
料

視
聴
覚
資
料

参
考
図
書

参
考
図
書

大
型
本

大
型
本

大
型
本

大
型
本

雑誌雑誌

新聞棚新聞棚

サ
ー
ビ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー

︵
貸
出
・
返
却
︑

各
種
利
用
申
込
︶

サ
ー
ビ
ス
・
カ
ウ
ン
タ
ー

︵
貸
出
・
返
却
︑

各
種
利
用
申
込
︶

閲覧席閲覧席
入口入口

返却
ポスト
返却
ポスト

書架書架

理工系の専門書、雑誌が充実しているほか、小説など一般書
なども配架されています。

閲覧席は静謐な環境が保たれ
ているので、集中して学修に
取り組めます。

DVD・ブルーレイが鑑賞でき
る 視 聴 覚 ブ ー ス や、 最 新 の
雑誌が読めるブラウジング・
コーナーでゆったりと時間を
過ごすことができます。

➈➈

➉

➉
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ゼ
ミ
で
Ａ
Ｌ
を
活
用
し
て
い
ま
す

経
済
学
部
准
教
授

宮み
や

本も
と

章あ
き

史ふ
み

　

私
の
ゼ
ミ
で
は
︑
１
か
月
に
１
回
程
度
︑
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
し
て
い
ま
す
︒
主

な
活
用
方
法
は
︑
ゼ
ミ
で
の
プ
レ
ゼ
ン
報
告
︑
お

よ
び
そ
の
準
備
で
す
︒
準
備
段
階
で
は
︑
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
貸
し
出
さ
れ
た
サ
ー
フ
ェ
ス
を
用
い
て

図
書
館
の
電
子
リ
ソ
ー
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
︑
新
聞

や
雑
誌
の
記
事
検
索
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
部

屋
が
図
書
館
４
階
に
あ
る
の
で
︑
す
ぐ
２
階
に
降

り
て
本
を
借
り
る
こ
と
も
可
能
で
す
︒
プ
レ
ゼ
ン

報
告
会
で
は
︑
教
育
や
年
金
の
問
題
な
ど
︑
提
示

さ
れ
た
論
点
に
つ
い
て
皆
で
議
論
し
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
確
か
な
知
識
を
得
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
︑
少
人
数
で
話
し
合
い
︑
学
び
を
深
め
る

絶
好
の
機
会
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
ア
ク
テ
ィ

ブ
エ
リ
ア
で
す
︒
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
下
さ
い
！

アクティブ・エリアって何？図書館４階

アクティブ・エリアは、アクティブ・ラーニング（学生参加型・主体型の学修方法）を支援する、グループ学修のため
の空間です。４階サポートデスクで施設の利用申請と必要な機器類の貸出を行っています。充実の設備を仲間とのディ
スカッションやプレゼン準備等で積極的にご利用ください！

自由に机やイスをレイアウト
GS は申請なしで利用できる開放的
な学修空間です。

景色を眺めてリラックス
GS の窓に面した座席か
ら眺める景色は最高！気
分転換にお薦めのエリア
です。

プレゼンの予行演習やゼミの発表準備などに
AL は利用申請が必要です。AL-1 は教員による、AL-2 ～
６は学生による貸切利用も可能。
プロジェクターやホワイトボードを使って実践的に学修
できます。

機器類の貸出はサポートデスクへ！
●ノートパソコン　●ホワイトボード　●レーザーポインター
●プロジェクター　●録画機材　●延長コード、ひざかけ　ほか

4 週間前から前日まで予約可能
図書館 HP「図書館施設予約」シス
テムから AL の貸切予約ができます。図書館施設予約

＊ 卒業生および学外者は利用できません

Active Learning Room（AL） Group Study Room（GS）
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﹁
企
業
を
取
り
巻
く
競
争
環
境
が
シ

ン
プ
ル
だ
っ
た
時
代
は
︑
複
雑
な
戦
略

を
策
定
す
る
余
裕
が
あ
っ
た
が
︑
競
争

環
境
が
あ
ま
り
に
複
雑
に
な
っ
て
く
る

と
︑
戦
略
の
ほ
う
を
シ
ン
プ
ル
に
す

る
必
要
が
あ
る
﹂︒
こ
れ
は
２
０
０
１

年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ

ビ
ュ
ー
誌
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
複
雑
な
市

場
環
境
を
生
き
抜
く
シ
ン
プ
ル
ル
ー
ル

戦
略
﹂
と
い
う
論
文
の
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
︒
著
者
の
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
ド
ナ
ル
ド
・
サ

ル
と
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
キ
ャ
ス

リ
ー
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ー
ト
は
︑
イ
ン

テ
ル
や
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
よ
う
な

優
れ
た
企
業
が
経
営
戦
略
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
︑
複
雑
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
は
な
く
︑
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
に

従
っ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑
こ
の
考
え
方
を
我
々
の
身
近

な
仕
事
や
人
生
に
お
け
る
選
択
の
問
題

に
応
用
し
た
の
が
本
書
で
す
︒

　

本
書
は
︑
医
療
か
ら
ダ
イ
エ
ッ
ト
︑

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
に
至
る
ま
で

多
種
多
様
な
世
界
に
お
け
る
シ
ン
プ
ル

な
ル
ー
ル
を
活
用
し
た
成
功
事
例
か
ら

始
ま
り
ま
す
︒
そ
の
後
は
﹁
シ
ン
プ
ル

な
ル
ー
ル
の
分
類
﹂︑﹁
シ
ン
プ
ル
な

ル
ー
ル
を
い
か
に
つ
く
る
の
か
﹂︑﹁
仕

事
や
人
生
で
シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
活
か
す
の
か
﹂
と
い
っ
た
こ

と
が
︑
こ
れ
ま
た
豊
富
な
事
例
を
も
と

に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
本
書
は
経
営
戦
略
論

の
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
生
ま
れ
た
シ

ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
の
事
例
集
と
し
て
捉

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
︒

読
み
終
え
た
頃
に
は
︑
こ
の
本
を
今
の

自
分
に
︑
そ
し
て
今
後
の
自
分
に
ど
の

よ
う
に
活
か
す
か
を
考
え
て
い
る
は
ず

で
す
︒
ぜ
ひ
と
も
す
べ
て
の
人
に
手
に

と
っ
て
ほ
し
い
本
で
す
︒

推
薦
者

経
営
学
部
教
授
　
今こ

ん

野の

喜よ
し

文ふ
み『SIMPLE RULES

　 「仕事が速い人」は
ここまでシンプルに考える』

ドナルド・サル、
キャスリーン・アイゼンハート 著

（三笠書房 2017年）

KONNO Yoshifumi
慶應義塾大学大学院 商学研究科博士課程
単位取得満期退学。修士（商学）( 慶應
義塾大学大学院）。専門は経営戦略論。研
究テーマは、競争戦略、ベンチャー経営。

近
代
日
本
の
刑
法
学
は
︑
明
治
初

期
に
御
雇
外
国
人
と
し
て
招
聘
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
若
手
法
学
者
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

が
起
草
し
た
１
８
８
０
年
成
立
の
旧
刑

法
典
に
始
ま
る
︒
旧
刑
法
は
１
８
１
０

年
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
典
の
影
響
を
強
く

受
け
た
近
代
的
な
も
の
だ
っ
た
が
︑
折

し
も
19
世
紀
末
か
ら
︑
犯
罪
者
が
な
し

た
行
為
と
そ
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
た
客

観
的
な
結
果
︵
法
益
侵
害
︶
を
基
準
に

刑
罰
を
科
す
べ
き
と
考
え
る
旧
派
刑
法

学
に
対
し
︑
イ
タ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
を
中

心
に
︑
犯
罪
者
自
身
の
反
社
会
性
を
基

準
と
す
べ
き
と
す
る
新
派
刑
法
学
が
勃

興
し
︑
両
者
は
激
し
く
対
立
し
た
︒
当

時
の
日
本
は
︑
若
手
法
学
者
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
留
学
さ
せ
て
研
究
さ
せ
︑
そ

の
成
果
を
日
本
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
近
代
法
学
の
基
礎
を
築
こ
う
と
し
た

が
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
新
派
旧
派
そ
れ
ぞ

れ
の
師
の
も
と
で
学
ん
だ
日
本
人
も
︑

帰
国
後
は
新
派
旧
派
で
対
立
し
た
︒
こ

れ
が
︑
ド
イ
ツ
刑
法
学
の
影
響
を
強
く

受
け
た
１
９
０
７
年
成
立
の
新
刑
法
典

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
︒

　

本
書
は
︑
上
記
の
近
代
刑
法
思
想
の

潮
流
を
︑
読
み
や
す
く
ま
と
め
た
新
書

で
あ
る
︒
表
紙
に
は
﹁
刑
法
の
初
歩
的

入
門
書
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
が
︑
実
際

は
﹁
刑
法
思
想
史
の
概
説
書
﹂
と
い
う

べ
き
で
あ
る
︒
法
学
部
１
年
生
向
け
５

群
基
礎
講
義
﹁
刑
法
基
礎
﹂
履
修
の
際

に
読
ん
で
お
く
と
︑
授
業
の
理
解
度
が

著
し
く
高
ま
る
で
あ
ろ
う
︒

　

な
お
︑
本
書
は
現
在
︑
出
版
社
欠
品

状
態
で
あ
る
︒
本
学
図
書
館
に
は
収
蔵

さ
れ
て
い
る
の
で
︑
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
︒

推
薦
者

法
学
部
教
授
　
神か

ん

元も
と

隆た
か

賢よ
し

『刑法学のあゆみ』
三井誠、町野朔、中森喜彦 著

（有斐閣新書 1978年）

KANMOTO Takayoshi
成城大学大学院法学研究科博士課程後期
満期退学。博士（法学）（成城大学）。専
門は刑事法。研究テーマは、刑法と民法
の交錯する諸問題についての研究。

先 生 か ら の おすすめ本
図書館で借りることができます。ぜひご一読ください。
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開館日・利用時間

※ 授業および定期試験がない期間（夏季・春季）は、4F アクティブ・エリアは休室、工学部図書室の利用時間が変更になります。
※ 開館日等は変更になることがあります。詳細はホームページでご確認ください。

開館日 利用時間 休館日

図書館本館
（豊平キャンパス）

1F　ラウンジ 月〜土 9:00 〜 22:30

・日曜
・祝日
・大学の指定する
　全学休業日

・その他臨時休館日

2F　ワーク・エリア
3F　サイレント・エリア 月〜土 9:00 〜 22:00

4F　アクティブ・エリア
月〜金 10:00 〜 21:00

土 10:00 〜 17:00

工学部図書室（山鼻キャンパス）
月〜金 9:00 〜 20:00

土 9:00 〜 12:50

図書館ホームページ

図書館オリエンテーション　参加者募集

参加対象 全学生（主に新入生、編入学・転入学生）
※ 個人での申込みに限ります。

開催期間 2024 年 5 月 7 日（火）～ 5 月 10 日（金）

実施時間 各日　① 14:20 ～　② 17:50 ～（各 60 分程度）

実施場所 図書館本館（豊平キャンパス）

集合場所 図書館本館 1 階入口前

申込方法 Google フォーム（https://forms.gle/afj3te3gUJodu15y6）
※ 参加には事前申込みが必要です。

申込期限 参加日の前日まで

図書館職員が、みなさんと一緒に館内を歩きながら、図書館の利用方法を説明します。
大学の図書館には、これからの学生生活に役立つモノがたくさんあります。オリエンテーションを通じて、
図書館を「見て」・「聞いて」・「触って」みませんか？
みなさんのご参加をお待ちしています！！


